
会長あいさつ�
区民会議（第2期）のスタート�

　区民会議（第1期）が試行錯誤の中、2年が過ぎました。
多くの委員が一新し第2期がスタートしました。�
　しかし、残念ながら区民会議の存在・意義について区
民のみなさんにはほとんど知られていないようです。�
　また存在を知っていても陳情・圧力団体と誤解されて
いる方も多いようで、本来の目的である行政と区民の橋
渡し役であることはなかなかご理解いただいていないよう
です。�
　今後の課題としては、区民からのご意見、ご提案を聞
く仕組みを確立し、また区民会議のメンバーの活動、発言、
提言等をこれまで以上に機会あるごとに発表していかな
ければならないと思います。�
　中央区にはコミュニティ会議推進協議会に登録してい
る団体がたくさんあります。まずはそういう皆さんとの対話
から始めてみることも第一歩かもしれません。�

　区民会議とは、区民が主体となって区（市）
と区民（市民）との協働（コラボレーション）に
よって、区の特徴・特性を生かした魅力ある
まちづくりを行なうと共に、区政（市政）に広
く区民（市民）の意見を反映させる（集団公聴）
ことを目的としています。�

次のような活動を行ないます。�
・市から提案された諸課題についての協議 
　及び政策の提言�
・区民と行政の協働による魅力あるまちづ
　くりのための活動�
・その他、区の健全な発展に寄与する活動�

コミュニティ会議推進協議会推薦委員16人、公募委員6人、計22人�

さいたま希望のまちプラン�
総合振興計画基本計画�
第５部　各区の将来像　より�

ゆ め �

区民の意見に基づく�
地域に根ざしたまちづくり�

みんなで互いに支え合う�
安心な生活づくり�

地域に誇りと愛着を持つ�
人づくり�

地域資源を生かした�
にぎわいづくり�
�

緑豊かな環境づくり�
�

1

2

4

5

3

会長あいさつ�

中央区役所　〒338-8686 中央区下落合5-7-10　代表薊856・1111　蕭840・6160

編集・中央区役所コミュニティ課�
薊 840・6020　蕭 840・6161

区の人口・面積・世帯数（H17.5.1現在）�
面　積 8.39裄�
人　口 90,877人�
 男性 45,910人　女性 44,967人�
世帯数 39,001世帯�6
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彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場�

公
演
情
報�

シ
カ
ゴ
交
響
楽
団
と
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
交
響
楽
団
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
夢
の
競
演
！�

彩
の
国�

日
　
時

6
月
16
日
貅
　
開
演
19
時

会
　
場

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

音
楽
ホ
ー
ル

出
　
演

ジ
ョ
ー
ジ
・
ヴ
ォ
ス
バ
ー
グ
（
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
）、
ニ
ー
ル
・
バ
ー
ン
ト

セ
ン
（
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
）、
ガ
ブ
リ

エ
ル
・
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
（
ホ
ル
ン
）、

マ
イ
ケ
ル
・
マ
ル
ケ
イ
（
ト
ロ
ン
ボ

ー
ン
）、
ジ
ー
ン
・
ポ
コ
ー
ニ
ー

（
テ
ュ
ー
バ
）

曲
　
目

Ｌ
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン「
ウ
ェ
ス
ト
・

サ
イ
ド
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
ほ
か

料
　
金

全
席
指
定
　
一
般
3
、
0
0
0
円
　

学
生
1
、
5
0
0
円

問
合
せ

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

薊
8
5
8
・
5
5
1
1

彩
の
国
シ
ネ
マ
ス
タ
ジ
オ
は
今
年
4
月
か
ら

毎
月
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
映
像
ホ
ー
ル

で
映
画
を
上
映
す
る
事
業
で
す
。
14
時
の
回
の

上
映
終
了
後
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ト
ー
ク
も

行
な
わ
れ
ま
す
。

日
　
時

6
月
11
日
貍

10
時
30
分
・
14
時
・
18
時
30
分

会
　
場

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

映
像
ホ
ー
ル

上
映
作
品

ま
た
逢
う
日
ま
で

（
監
督：

今
井
正

出
演：

岡
田
英
次
・
久
我
美
子
ほ
か
）

料
　
金

前
売
大
人
1
、0
0
0
円

前
売
小
中
高
8
0
0
円

（
当
日
各
2
0
0
円
増
）

申
込
み
・
問
合
せ

彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場

薊
8
5
8
・
5
5
1
1

Ｎ
Ｐ
Ｏ
埼
玉
映
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

薊
8
3
3
・
0
4
5
0

5
月
25
日
に
中
央
区
自
治
会
連
合
会
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
16
年
度
の
事
業
報
告
、
役
員
改
選
及
び

平
成
17
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議

が
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

中
央
区
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

薊
8
4
0
・
6
0
2
1

月
〜
金
曜
日
に
納
税
で
き
な
い
方
の
た
め
に

日
曜
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
取
扱
い
業
務
は
、
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税

を
除
く
）
の
納
付
と
納
税
相
談
の
み
と
な
り

ま
す
。

日
　
時

6
月
26
日
豸
9
時
〜
15
時

会
　
場

中
央
区
役
所
　
2
階
　
収
納
課

問
合
せ

中
央
区
役
所
収
納
課

薊
8
4
0
・
6
0
4
2

※
他
の
区
役
所
収
納
課
で
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
の
待
機
解
消
を
目
指
し
、
さ

い
た
ま
市
社
会
福
祉
事
業
団
が
設
置
し
、
運
営

し
ま
す
「
す
み
れ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
を
4

月
18
日
与
野
本
町
児
童
セ
ン
タ
ー
内
（
本
町
東

5
‐
17
‐
25
）
に
開
設
し
ま
し
た
。
現
在
、
入

室
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉
事
業
団

薊
6
5
0
・
7
1
1
1

又
は
、
す
み
れ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

薊
8
5
5
・
5
6
5
7

与
野
西
中
が
5
年
以
上
続
け
て
い
る
校
外
清

掃
ク
リ
ー
ン
活
動
で
小
さ
な
親
切
運
動
の
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
年
3
回
、
地
域

の
人
と
協
力
し
合
っ
て
与
野
公
園
や
与
野
本
町

駅
周
辺
な
ど
8
ヶ
所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る
少

年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
に
よ
り
、
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

日
　
時

7
月
1
日
貊
17
時
30
分
〜
18
時
30
分

会
　
場

さ
い
た
ま
新
都
心
駅
デ
ッ
キ

※
当
日
は
、
与
野
東
中
学
校
『
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

サ
ウ
ン
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』
に
よ
る
演
奏
を

行
な
い
ま
す
。

問
合
せ

中
央
区
役
所
福
祉
課

薊
8
4
0
・
6
0
5
3

育
児
に
つ
い
て
お
友
達
づ
く
り
を
し
な
が
ら

楽
し
く
学
び
、
遊
び
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
合

い
を
深
め
る
た
め
の
教
室
で
す
。

（
詳
し
い
内
容
は
35
ペ
ー
ジ
参
照
）

問
合
せ

中
央
区
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー

薊
8
5
3
・
5
2
5
1

す
み
れ
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
室
児
童
を
募
集
し
ま
す

日
曜
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

中
央
区
自
治
会
連
合
会

総
会
を
開
催
し
ま
し
た

与
野
西
中
が

「
小
さ
な
親
切
運
動
」
の

表
彰
を
受
け
ま
し
た

「
第
55
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

一
斉
街
頭
広
報
活
動
を
行
な
い
ま
す

育
児
学
級
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▲先輩たちが積み重ねてきたこの活動
をこれからも続けていきたいと思い
ます。（与野西中生徒会）

▲親子一緒に楽しく遊べます。
※平成17年度の育児学級は、2～3ケ月の赤ちゃ
んが対象です。


